
不登校の対策は各地で進んでい
る。とりわけ成果を上げているのが、
授業や校則を見直して、子どもが通
いやすい学校をつくる動きだ。不登
校の発生が減った例もある。

東京都国立市の中学校では授業に
積極的に参加するよう発言を促した
り、生徒本人に探究をさせたりする
授業を始めた。岐阜県美濃市の小学
校では児童の意見を反映し、休み時

〈表紙の写真〉進む不登校対策、「通いたくなる学校」目指す
間を延ばすなどした（写真上）。
いずれもキーワードは「子どもの

主体性」だ。子どもが通いたくなる
学校を、子どもとともに作る取り組
みが始まっている。�（文＝荒木　望）
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